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財 産管 理 委 任 契 約 、任 意 後 見 契 約 及 び

死 後 事 務委 任 契 約 公 正 証書

本 公 証 人 は、 当事 者 の嘱 託 によ り、 次 の法 律行 為 に

関す る陳述 を録 取 し、本 証 書 を作 成 す る。

6 第 一 財 産管 理 委 任 契 約

7 (契 約 の 趣 旨 )
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第 1条  この契 約 (以 下 「委 任 契 約 」 とい う)は 、委

（
９ 任 (以 下 さ ん 」 と い う)が 受 任

(以 下 さ ん 」 と い う )に 対 し、

l 本 日以 降 さ ん の生 活 、療 養 監 護 及 び 財 産 管

理 に 関 す る事 務 を委 任 し さ ん は 、 これ を 受

1 任 す る も の で す 。
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(任 意 後 見 契 約 との関係 )

第 2条  委 任 契 約 を結 ん だ後 さ んが精 神 上 の病

気 等 によ り判 断能 力 が不 十 分 な状 態 にな り

さん が任 意 後 見 契 約 によ る後 見 事 務 を行 うのが よ

い と認 め た とき は さん は 、家 庭 裁 判 所 に対

し任 意 後 見 監督 人 の選 任 を請 求 しな けれ ばな りま

せ ん 。
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費 用 は さん の負 担 と します 。 な お さ

ん は 、 管 理 して い さ ん の 財 産 か らそ の 費 用

を支 出す る ことが で き ます 。

(報 酬|)

第 6条  この委 任事 務 の報酬 は無償 と します 。

(幸受響字)

第 7条  さ ん は さ ん に対 し、委 任 事 務 処 理

の状 況 につ き、 随時 、報 告 す る もの と します 。

2 さん は さん に対 し、 いつ で も事 務 処

理 状 況 につ いて報 告 を求 め る こ とが で き ます 。1

(契 約 の変 更 )

第 8条  この委 任 契 約 に定 め た代 理 lltの 範 囲 を変 更 す

る契約 は、公正 証 書 によ る もの と します 。
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(契 約 の解 除 )

第 9条  さ ん さ ん は 、 い つ で も こ の委 任 契

約 を、別 途 結 ぶ 任 意 後 見 契 約 と併 せ て 一緒 に解 除

す る ことが で き ます 。 た だ し、 この解 除 は 、公 証

人 の 認 証 を 受 け た 書 面 に よ っ て しな けれ ば な らな

い も の と します 。

(契 約 の終 了 )

]第 10条  この委 任 契 約 は、第 2条 第 2項 の場 合 の ほ

か 、 次 の 場 合 に終 了 します 。

(1) さ ん が 死 亡 した と き

(2) さん が後 見 ・ 保 佐 ・ 補 助 開始 の審判 を受

けた とき

(3) さ ん が 死 亡 又 は所 在 不 明 に な っ た と き

(4) さん が後 見 ・ 保 佐 ・ 補 助 開始 の審判 を受

けた とき

任 意 後 見 契 約

(契 約 の趣 旨 )

第 1条  この契 約 (以 下 「任意 後 見 契 約 」 とい う)は 、

委 任 さん が受 任 さん と受 任

(以 下 さ ん」 とい う)に 対 し、任 意 後 見 契

資料1 - 4/20

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2



:堡墾垂墾墾墾髪髪圭生遷壺璽璽壼璽璽詈7誕D実霙彙彙曼美
翻

´

ヽ
■

約 に関す る法 律 第 4条 第 1項 に定 め る 「精 神 上 の
覇
´
２

いに
旧
瞬
‐‐４
塙
脚
謬
じ
嗽
麻
ぼ
蹂
師
陳
１７
脳
囃
降
じ
晦

1醤

]
1(

琳
琳

11

琳
撃

12

‐３
）Ⅸ
獣
（
・４
）Ⅸ
繁
（
‐５
）蝋
粥
・

）琳
麒

（
受
）
撃
承

（
１９

障害 によ り事 理 を弁 識 す る能 力 が不 十 分 な状 況 」、

す な わ さ ん の判 断 能 力 が 不 十 分 にな った場 膨辮
滑
胎
冷
冷
粕
冷
冷
滲
檜
精
浄
浄
浄
欅
織
」

合 に さん の生 活 、 療 養看 護 及 び 財 産 管 理 に

関 す る事 務 を行 う こ とを委 任 し さん

さ ん は これ を受 任 す る も の で す 。 な お さ ん

さん は、 各 自単独 でそ の権 限 を行 使 す る こ

とがで き ます。

(契 約 の発 効 ) 粕
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第 2条  この任 意 後 見 契 約 は 、家 庭 裁 判 所 にお いて 、

さん さん の後 見 事 務 を監 督 す る任 意 後

見 監 督 人 が 選 任 され た と き か らそ の効 力 を生 じ ま

す 。

材
,2 この契 約 を結 ん だ後 に さんが精 神 上 の病

気 等 によ り判 断 能 力 が不 十 分 な状 況 にな り
時
特

檸

●さ ん さ ん が 、 この 任 意 後 見 契 約 に よ り後 見

事 務 を行 うのが よ い と判 断 した とき は さん

又 さん若 し く さん は、家 庭 裁 判 所 に

対 し、 任 意 後 見 監 督 人 の 選 任 を 申 し立 て な けれ ば
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な りませ ん。

辞 a :(ヨ正)2 人応 むむ¥添¥著 (役澪 おさるなお¥(場応 番添:

資料1 - 5/20

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
X

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y1

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2



雪霙霙霙彙霙曼霙曼(公殺 霙実実霙彙霙 (証 逮 実実曼実史曼(人凌 彙史霙曼史費 (役逮 彙彙曼曼美彙 (場凌 彙彙彙彙彙曼羮翠|
研

´

な お さん並 び さん及 さん は、
剛
翻
潮
剃
剣
翻
制
翻
翻
樹
凶
倒

2

)
]
3

任 意 後 見 監 督 人候 補 者 と し

一会

利

指 定 し が選 任 され る こ と を４

も
，

０

（
５

）
麒

学

（
６

）詠

ヽ

希 望 します 。 た だ し、家 庭 裁 判 所 が これ と異 な る

判 断 をす る とき は、 そ の判 断 によ ります 。

(後 見 事 務 の範 囲 )

促
粕

縛

檜

粕

爆

7

‐８
閻
麟
層
じ
ほ
ぼ
な
じ
ぼ
隊
い
じ
Ⅸ
Ⅸ
（
１２
）
Ⅸ

第 3条  さ ん は さ ん に対 し別 紙 「代 理 権 目

録 (任 意 後 見 ・ )」 記 載 の 後 見 事 務

さん に対 し、別 紙 「代 理権 目録 (任 意 後 見

)」 記 載 の後 見 事 務 (以 下 、 併 せ て 「後 見 事

務」 とい う)を 委 任 し さ ん さん にそ
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約 事 項 」 記 載 の事 務 をす る につ いて は、任 意 後 見

監 督 人 の 同意 を得 な けれ ばな りませ ん。
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第 4条  さ ん さ ん は 、 後 見 事 務 を行 う に 当

た って は さん の意 思 を最 大 限 に尊 重 し、 か

さ ん の 身 上 に配 慮 す る も の と しま す 。 ま た 、
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談 し、 ヘ ル パ ー そ の 他 日常 生 活 援 助 者 か さ

ん の生 活 につ いて報 告 を求 め 、 主 治 医 な ど医療 関

係 者 か さ ん の心 身 の状 態 につ いて 説 明 を受

け る な ど して さ ん の 生 活 状 況 や 健 康 状 態 の

把 握 に努 め る もの と します 。

(証 書 等 の 保 管 )

第 5条  さ ん は さ んか ら、 後 見 事 務 を処 理

す る た め に 、 次 の 証 書 等 の 引渡 し を受 け た とき は 、

さ ん に対 し、そ の 明細 及 び 保 管 方 法 を記 載 し

た預 り証 を交付 します 。

①預金通帳 ②登記済権利証 ③印鑑登録カ

― ド・住民基本台帳カー ド ④個人番号通知

カー ド又は個人番号カー ド ⑤実印・銀行取

引印 ⑥キャッシュカー ド ⑦年金関係書類

③有価証券・その預 り証 ⑨土地・建物賃貸

借契約書等の重要な契約書類 ⑩その他重要

な 書 類 等

2 さん は、 この任 意 後 見 契 約 の効 力発 生後 、

さん以 外 の者 が 前記 記 載 の証 書 等 を所 持 して

出 (公澪 ぎ薔む添琴導(証澪 なる¥¥¥導 (人澪 不琴不薔不¥(役 〕琴な不なさ誉む(場が る番益益む益益劃
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ます 。

第 1項

を受 けて 、 自 ら

さん は、

これ を保 管 す る こ とが で き

後 見 事 務 を処 理 す るた め 、
事
（
４
こ
製
型
η
へ
５

の 証 書 等 を使 用 す る ことが で き ます 。 また

さ ん は、後 見 事 務 に関連 す る郵 便 物 等 を必 要 な 範

囲 で 開封 す る ことが で き ます 。

(費 用 の負 担 )

第 6条  さん さん が後 見 事 務 を行 うた め に

必 要 な 費 用 は さん が 負 担 す る もの と し

さん が 管 理 す さ ん の財 産 か ら これ を支 出

り
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す る ことができ ます。

(報 酬 )

第 7条  この後見 事 務 の報 酬 は無 償 と します 。

(報 告 )

第 8条  さん さん は、 任 意 後見 監 督 人 に対

し、 6か 月 ご と に、 後 見 事 務 に関 す る次 の事 項 に

一 つ い て 書 面 で 報 告 す る も の と し ま す 。

(1) さ ん の 財 産 の `

(2) さ ん を代 理 し
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の時 期 ・ 理 由・ 相 手方 及 さ ん を代 理 し
鮮誉薔薔薔¥¥¥導 (公 )な¥委不添                                 :xxx, S琴著義
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手 方

(3) さん を代 理 して 受 領 した金 銭 及 び支 払 っ

た 金 銭 の 状 況

(4) さん の身 上監 護 につ き行 った措 置

(5)費 用 の支 出 の状 況 及 び支 出 した 時期・ 理 由・

相 手 方

2 さん さ ん は 、任 意 後 見 監督 人 の請 求

が あ る場 合 に は 、 い つ で も速 や か に求 め られ た 事

項 につ いて 報告 します 。

(契 約 の解 除 )

第 9条  任 意 後 見 監 督 人 が 選 任 さ れ る 前 に お い て は 、

さん並 び さん及 さん は、 いつ で

も公 証 人 の認 証 を受 けた 書 面 に よ って 、 この任 意

後 見 契 約 を解 除す る こ とが で き ます 。

2 任 意 後 見 監 督 人 が 選 任 され た 後 に お い て は

さん並 び さ ん及 さん は 、正 当な 理

由が あ る場 合 に限 り、 家 庭 裁 判 所 の許 可 を得 て 、

この任 意 後 見 契 約 を解 除す る こ とが で き ます 。

(契 約 の 終 了 )
村
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(3) さ ん又 さんが死 亡 した とき6

(4) さ ん 又 さ ん が 後 見 ・ 保 佐 ・ 補 助 開
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始 の審判 を受 けた とき

(5)そ の他 法定 の終 了事 由が 生 じた とき

2 任意 後 見 監 督 人選任 後 に終 了事 由が 生 じた場 合 、

さん 又 さ ん は速や か にそ の 旨 を任 意 後

″
総

緯

檜

総

い

見 監 督 人 に通 知 し、任 意 後 見 終 了 の登 記 を 申請 し

な けれ ばな りませ ん。

第 二 死 後事 務委 任 契約
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(契 約 の趣 旨 )

第 1条  委 任 さん は、 受任 さん に対 し、

さ ん の 死 亡 後 に お け る事 務 (以 下 「死 後 事

務」 とい う)を 委 任 し さん は これ を受 任 し

ます。

Ｃ

Ｘ
(事 務 の 範 囲 )
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1 第 2条  さん は さ ん に対 し、次 の事 務 を委 ”総
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任 します 。

(1)病 院 、施 設 等 か ら死 亡 の連絡 を受 け る こと

(2)親 族等 へ連絡 す る こと

(3)遺 体 の 搬 送 に 関 す る手 続 き

(4)互 助 会 、葬 祭 業 者 、火 葬 、納 骨 の手 配 及 び立

会 い

(5)家 財 道 具 、 生 活 用 品 の処 分 、 遺 品整 理 業 者 の

手 配 と費 用 を支 払 う こ と

(6)病 院 、 施 設 等 の 費 用 、 公 共 料 金 そ の 他 債 務 を

支 払 う こ と

(7)行 政 機 関等 へ の 届 け 出 及 び 交 付 書 類 の 受 領
|

(8)以 上 に関連 す る一 切 の こと

2 さん は、 前項 の事 務 を処 理 す る に 当た り、

代 理 人 及 び 事 務 代 行 者 を選 任 す る こ とが で き ます 。

(葬 儀 等 及 び供 養 )

第 3条  さん の葬儀 は さん が加 入 す る互 助

会 を通 じて執 り行 うもの と します 。

2 さん は、 火 葬 、葬 儀 、納 骨 に立 会 い、 費 用

の 支 払 いそ の他 一 切 の事 務 を処 理 します 。

鮮郡添添琴¥番蕃添(公磨 おさ¥¥る著(証澤 ¥添¥薔蕃導(人応 ¥著著著¥琴 (役澪 琴¥る著る著(場澪 む訴著著蕃琴む毬
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し、 先 祖 供 養 をす る者 が な くな った場 合 は

さ ん の菩 提 寺 に対 し、永 代 供 養 の手 続 き をす る も

のとします。

(遺 品 整 理 )

第 4条  さん は さ ん の遺 品整 理 につ いて 、

以 下 の事 務 を行 い ます 。

(1)遺 品 整 理 業 者 へ の連絡 、打 ち合 わ せ 、見 積 り、

支 払 に関す る こと

(2)遺 品 整 理 当 日の立 会 い、 そ の他 遺 品整 理 に関

連 す る一 切 の こと

2 さ ん は さ ん の 配 偶 者 が 存 命 して い る

場 合 は、 配 偶 者 の意 思 を尊 重 して 遺 品 整 理 に 当た

らな けれ ばな りませ ん。

(費 用 の負 担 )

第 5条  さん が この死 後 事 務 を遂 行 す るた め に要

した 費用 は さん の負 担 と します 。

(報 酬 )

第 6条  この死後 事 務 の報 酬 は無報 酬 と します 。

(契 約 の解 除 )
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(委 任 者 の死 亡 後 にお け る本 契 約 の効 力 )

第 8条  この契 約 は さ ん の死 亡 によ って も終 了

しませ ん。

(契 約 の終 了 )

第 9条  こ の 契 約 は 次 の場 合 に 終 了 します 。

(1) さん が破 産 手 続 開始 の決 定 を受 けた とき

(2) さん が破 産 手続 開始 の決 定 を受 け、 又 は

後 見 ・ 保 佐 ・補 助 開始 の審判 を受 けた とき。 た

だ し さん さん の後 見 人 、補 佐 人 、

補 助 人 に選 任 され た場 合 を除 く。

(管 理 財産 の返 還 )

第 10条  さん さ ん の財 産 を管 理 して い る

場 合 、死 後 事 務 が 終 了 した とき さん は、 そ

の管 理 す さん の財 産 か ら死 後 事 務 にか か っ

た 費 用 を受 け取 り、残 りの財 産 さん の相 続
檜
精
糠
烙

人等 、 正 当な権 利 者 に引渡 さな けれ ばな りませ ん。
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第 11条  さん は さん の相 続 人 に対 し、死

後 事 務終 了後 速 や か に、 次 の事 項 を書 面 で報 告 し

な けれ ばな りませ ん。

(1)死 後 事 務 につ いて行 った措 置

(2)費 用 の支 出状 況

(協 議 )

第 12条  この契 約 に定 め の な い事 項 及 び 疑 義 の あ る

事 項 につ い て は さん さん が 協 議 を し

て 定 め る も の とす る。

以 上

本 旨外 要 件

(本 籍 ) 山 か 台

(住 所 )

(職 業 )な し

委 任 者 げ
０

０

０

０

０

，

昭和 9年 生

委 任 者 は、 印 鑑 登 録 証 明書 の提 出 によ り人 違 い のな

い こ と を確 認 した 。
ス
Ｊ
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し
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ご

(住 所 )
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昭和 13年 日 生

(住 所 )

(職 業 )な し

受 任 者

1最

α

8

Ⅸ
Ⅸ

9

嗽

昭 和 21年 生

受 任 者 両 名 は 、 そ れ ぞ れ 印 鑑 登 録 証 明 書 の 提 出 に よ

り人 違 い の な い こ と を確 認 した 。
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前 記 本 旨 各 事 項 を列 席 者 に 閲 覧 させ た と こ ろ 、 各 自

そ の正 確 な こと を承認 し、署 名押 印 す る。

委任者      ⑪

受任者      ③

受 任 者      ①

こ の 証 書 は 、 平 成 28年 11月 28日 、 本 公 証 人 役
ヽ
縛

給

綸

綸

お

約

綸

綸

場 に お い て 、 法 定 の方 式 に従 って 作 成 し、本 公 証 人 が

次 に署 名押 印す る。

地 方 法 務 局 所 属

公証人    ③
鮮 きヽおさ¥¥導導(公磨 薔¥おおおる(証磨導おお著導さ(人郎 ¥¥番番不番(役郎 不琴香琴番著(場が 著番添なな市登格
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別紙

代理権 目録 (委任契約 )

①預金通帳など重要な財産、重要書類の管理に関すること

②金融機関 (北陸銀行岩瀬支店、ゆうちよ銀行)への預け入れ、引

き出し、日座開設、解約等すべての取引き及び代理人届に関する

こと

③年金など収入の受け取り、税金の支払い、光熱費など生活にかか

る費用の支払いに関すること

④生活用品の購入に関すること

⑤保険金の請求、受領、新規契約、契約の変更、更新、解約に関す

ること

⑥住民票、戸籍謄抄本、登記事項証明書など行政機関が発行する証

明書の申請と受領に関すること

⑦郵便物の受領、開封

③要介護認定の申請、承認、異議申立てに関すること

⑨介護サービスの利用契約、変更、解除に関すること

⑩有料老人ホームなど福祉施設への入所契約、変更、解除に関する

こと

①入院など医療に関する契約

⑫訪問販売など さんに不利な契約をした場合に、相手方

に契約解除、取消しなどの意思表示をすること

⑬裁判、和解等をする場合に、弁護士を選任して委任すること

①復代理人の選任及び事務代行者を指定すること

⑮以上に関連する一切の事項

以上
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別紙

代理権 目録 (任意後見

①預金通帳など重要な財産、重要書類の管理及び処分

②金融機関への預け入れ、引き出し、口座開設、解約等すべての取

引き及び代理人届に関すること

③年金など収入の受取り、税金の支払い、光熱費など生活にかかる

費用の支払い

④保険金の請求と受領

⑤居住用不動産の売買、賃貸借、修繕の契約に関すること

⑥遺産分割協議、遺留分減殺請求、相続放棄、限定承認に関するこ

と

⑦住民票、戸籍謄抄本、登記事項証明書など行政機関が発行する証

明書の申請と受領

③訪問販売など、本人に不利な契約をした場合に、相手方に契約解

除、取消しなどの意思表示をすること

⑨裁判や和解をする場合に、弁護士を選任 して委任すること

⑩復代理人の選任及び事務代行者を指定すること

①以上に関連する一切のこと

以上

資料1 - 17/20

s.mayumi280
タイプライターテキスト

s.mayumi280
タイプライターテキスト
Y2



別紙

代理権 目録 (任意後見 )

①要介護認定の申請、承認、異議申し立てに関すること

②介護サービスの利用契約、変更、解除に関すること

③有料老人ホームなど福祉施設への入所契約、解除に関すること

④入院など医療
‐に関する契約

⑤生活用品の購1入

⑥郵便物の受領、開封

⑦復代理人の選任及び事務代行者を指定|すること

③以上に関連する一切のこと

以上
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別紙

任意後見監‐督人の同意を要する特約事項

任意後見契約の効力発生後、受任者が次の行為をする場合は、個

別に任意後見監督人の書面による同意を要する。

①居住用不動産の売買、賃貸借、その他重要な財産の処分

②居住用不動産の増改築に関する請負契約

③有料老人ホームなど福祉施設への入所契約

④裁判や和解をする場合に、弁護士を選任し委任すること

⑤復代理人の選任

⑥以上に関連する一切のこと

以上
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この正 本 は前 同 日同所 にお いて公正 証書 の原本 によ

り作 成 し、 これ を嘱託 に交付 す る。

地方 法 務 局所属
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